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私
た
ち
４６
回
生
同
期

会
開
催
に
あ
た
り
同
窓

会
事
務
局
の
方
々
に
大

変

お
世
話

に
な
っ
て
い

た
の
で
、
当
番
幹
事

の

話
が
来
た
時
は
即
、

「
い
ざ
、
仙
高
へ
！
」
。

み
ん
な
に
声
を
掛
け

４６
回
生
は
４
名
参
加
。

打

合

せ

の
と

き

に
は

「
形
と
し
て
」
と
聞
い
て

い
た

応

援

歌

で
し

た

が
、
２６
回
生
の
先
輩
方

の
盛
り
上
げ
で
心
沸
き

た
ち
思
わ
ず
「
ア
ン
コ
ー

ル
ー
」
と
叫
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
老
い

も
若
き
も
校
歌
の
大
合

唱
ｌ
御
恩
と
奉
公
の
つ

も
り
が
「
楽

し
い
―
来

年
も
参
加
し
よ
う

＝
」

と
な
り
ま
し
た
。

次

回

は

同

期

生

を

増
や
し
て
参

加

し
た
い

と
思

い
ま

す

。
仙

高

卒

業
生
で
良
か
っ
た
で
す
。

泉
　
安
紀
（４６
回
生
）

鐵鳴亦
/ヽ ||1留

・:11日“
::li轟 [」窓会撃弩会

日
〓
合
費
部
１

つ

く

り

ま

し

ょ
う

ヨ

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
５

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
塩

釜
支
部
同
窓
会
を
９
月
７
日
（土
）

に
多
賀
城
市
の
【和
食
の
小
島
】
に
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
岩

井
誠
校
長
先
生
・
齋
藤
邦
彦
同
窓

会
会
長
に
も
出
席
い
た
だ
き
３２
名
の

参
加
。
５
年
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
る

方
々
も
お
り
、
懐
か
し
さ
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
恒
例

の
旧
制
仙
台
中
学
校
・仙
台
高
校
の

校
歌
を
斉
唱
し
て
集
合
写
真
撮
影
、

ま
た
来
年
も
健
康
で
再
会
す
る
こ

と
を
誓
い
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

事
務
局

鈴
木

浩
司
（
３９
回
生
）
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警 電等支部藩
や午総会
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(第63号 ) (2)

新
任
の
絞
長
と
会
長
で
す

こ
の
た
び
、
歴
史
あ
る

仙
台
高
等

学
校

の
お
仲

長
　
間
に
新
し
く
加
え
て
い
た

校

だ

き

ま

し
た
西
城

で
ご

一奮
一　
ざ
い
ま
す
。
週
末

の
ジ
ョ

城
　
ギ
ン
グ
と
料
理
が
趣
味
で

西
　
す
。
同
窓
会

の
皆
様

の
ご

支
援

を

よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
今
日
は
。

私
は
、
ラ
フ
タ
ー
（笑
い
）

ヨ
ガ
で
心
身
の
健
康
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

笑
顔
溢

れ
る
同
窓
会

に
。
懇
親
会
で
、
皆
様
と
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

斎藤邦彦会長

総
会
報
告

６
月
１５
日
に
仙
台
高
校

会
議
室
で
行
わ
れ
た
総
会

で
は
、事

業

報

告

・決

算

報
告
、事

業
計
画

・予
算

案
に
続
き
、役
員
改
選
が

議
題
と
な
り
、
新
た
に
、
２２

回
齋
藤
会
長

・
２５
回
若
生

副
会
長

・
５３
回
志
村
副
会

長
、
２２

回

高

野

常

任

幹

事

・２６
回
佐
竹
常
任
幹
事

が
、
満
場
一致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

ま

た
、
令

和

６
年

度

の

懇

親

会

は
、
６
の
付

く
期

中
心
に
進
め
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

会

　

計

常
任
幹
事

校
内
幹
事

監

　

事

参

　

与

令和6年

4月 8日 (月 )  入学式
4月 13日 (土) 会計監査
4月 13日 (土) 幹事会。第 1回当番幹事会
5月 14日 (火 )～ 16日 (木)同窓会報発送作業
5月 20日 (月 )  同窓会報第62号発行
6月 15日 (土)  総会・第2回当番幹事会

副 会 ■■■■

ノ、

長 長

令和7年

4月 8日 (火)  入学式
4月 13日 (日 )  会計監査
4月 13日 (日 )  幹事会・第 1回当番幹事会
5月 20日 (火)  同窓会報第63号発行
6月 14日 (土)  総会・第2回当番幹事会
6月 22日 (日)  発祥の地記念碑清掃
7月 5日 (土)   懇親会直前準備会
7月 13日 (日 )   i懇親会

8月 23日 (土)  第 1回役員会、当番幹事会・引継会
11月 22日 (土) 第2回役員会、発祥の地記念碑清掃
12月下旬    同窓会名簿発行
令和8年

2月 21日 (土)  三役会
2月 27日 (金)  同窓会入会式
3月 1日 (日)   78回 生卒業式
3月 21日 (土)  第3回役員会
※懇親会当番幹事会随時 ※望洋会館改修工事(R7.11月～R8.6月 )

総
曝
菫興

一
監
見

齋
藤
　
邦
彦
（２２
）

長
谷
川
厚
生
（１４
）

鈴
木
　
勇
治
（２１
）

若
生
　
哲
雄
（２５
）

森
　
　
忠
志
（２９
）

中
居
浩

一
郎
（３１
）

内
海
　
知
子
（３１
）

鎌
田
　
城
行
（３３
）

深
谷
　
晃
祐
（５１
）

志
村
　
雄
彦
（５３
）

猪
又
　
隆
広
（５４
）

大
塚
　
修
哉
（教
頭
）

丸
山
　
和
夫
（２６
）

伊
藤
　
紀
子
（３１
）

佐
藤
　
真
紀
（事
務
室
長
）

林
　
　
博
司
（１８
）

斎
藤
　
隆

一
（２１
）

高
野
伸

一
郎
（２２
）

佐
竹
　
正
行
（２６
）

三
春
　
由
夫
（３０
）

阿
部
　
裕
輝
（４５
）

増
村
　
真
紀
（５０
）

羽
生
　
宏
義
（３４
）

石
川
　
征
宏
（３５
）

佐
野
　
勝
利
（４５
）

西
城
　
光
洋
（校
長
）

【  令和 6年度事業報告   】 【 令和 7年度事業計画 (案 )】

6月 22日 (土 )

7月 6日 (土 )

7月 13日 (土 )

8月 24日 (土)

11月 22日 (ゴ澄)

11月 23日 (土 )

令和7年

2月 22日 (」ヒ)

2月 28日 (金)

3月 1日 (土 )

3月 22日 (土 )

発祥の地記念碑清掃

懇親会直前準備会

懇親会

第1回役員会・引継会

発祥の地記念碑清掃

第2回役員会

三役会

同窓会入会式

77回生卒業式

第3回役員会

令和 6年 度事業報告・令和 7年度事業計画

仙台高校同窓会ホームページ
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(3) (第 63号 )

同窓会令和6年度決算報告並びに令和7年度予算(案 )

の

【懇親会予算(案 )】

△

【積立金報告書】 単 円

単位 :円

渡奎報告

同憲会会計の収入支出の執行状灘及び積立金状況:こついて、結帳簿及び雛拠書類を監奎した結果

達正に処理されていると総めます。

令和 夕 年 ″ 月 /J 日
監事ヌL… )争ルみ 監撃  ′i if'ォ :´   :1・ 11    印

科  目 令本日6年 予算報 令和6年決算燿 等弓:増減集 令和7年予算機 差]:増 減鍛 内  訳
前 年 度 繰 越 金 263.664 263、664 394.437 125,773

同 窓 生 会 費 900()00 811、O00 △ 89.000 900.000 89.000

入   会   金 1.300.000 1.276.000 ∠ヽ 25,000 1300.000 25.000 新入会員 (1人 5000日 )
雑   収   入 1.336 24.129 22,793 563 △ 23,566 本11′思 it

積 立 金 繰 入
合 言十 2.470000 2.373,793 △ 91.207 2.595,000 216 207

i令和6年 予算緩目 令和ら年決算事豊 令和7生予算彙 内  1訳
3.996 △ 26.004 30.000 26.004 会議用お茶、菓子代
11.280 △ 18,720 30.000 18,720 役員会貴負担分

運 営 費 | 900.000 736.028 △ 103.972 930.000 133,972 電話代、人件費地

52〔 } 471.066 △ 48,934 550.000 78,934 会報印刷代、発送費

40 2475 △ 37.525 40.000 37.525 香興、供花代等

記 190.000t 品  費 |
159.600 △ 30,400 190,000 30,400 二業生記念品 言正書ホルダー 1

10000 △ 40.000 50.000 40,000 同期会助成金
50 25,855 Δ 24.145 50.000 24,145 郵送料、振込手数料、事務用品他

66830 △ 83.170 150000 33.170 助戒宝
100 100.000 100.000

l念 織 立 金 | 100.000 100.00〔〕 100.000

10 237.226 △ 72,774 375.000 137.774

1.984.353 △ 485.644 2.595.000 610.644

i繰 越 金 |
0 394.437 394.437 △ 394,437

470 2.378,793 △ 91.207 2.595,000 216.207

科  目 令和6年 予算領 令和6年決算組 差31増減額 令チ3‐7年 予算級 差1.t昔減
=

内  訳
懇 親 会 会 費 620.000 548.000 ZIゝ 72,000 660.000 112,000 参加者 100名 見横

タオル販売地雑   収   入 10.000 6.000 △ 4.000 10.000 4000
一 般 会 計 繰 入 150_000 66.330 △ 83,170 150.000 83,170

言十 730.000 620.83( △ 159,170 820,000 199,170

科  E 令和6革予算領 令春16年決算領 令=17打 予算蝙 内  訳
650.000 545.500 ∠|ゝ 104.500 650.000 104,500 敦食豊

ン 40.000 43.300 3.300 70 000 26 700 アトラクション等

抽  選  1 ざ 豊 40000 △ 40,000 40.000 40.000 拍選会景品
20.000 20.000 20.000
30.000 12.030 △ 17,970 40.000 27,970 看板、名札用紙等

合 言十 780.000 620.830 △ 159,170 820.000 199 170

R63.31 R7.331 R3.3.31

積   立   金 3.931.484 4,031,552 100068 4,131.552 100、 000

R6.3.31 R7.3.31 差弓it曹 減破 R3.3.31 差 :li雪減 |

周 年 記 念 事 業 2.528308 2.633.308 110.000 2.733.308 100,1

インターネッlヽバンキング等から送金される場合はこちらの回座にお願い致します。

ゆうちよ銀行 当座
仙台高等学校同窓会

三二九店 224 ※お振込みの際は名前と卒期を入力してください。

例)センコウ タロウ 3′ カイ

仙台高等学校周年記念事業推進委員会 〈郵便局口座記号番号)02270‐ 0‐ 144434

《同窓会費 払込口座のご案内》



(第63号 ) (4)

■
個
人

▽
男
子
サ
ー
ブ
ル
第
６
位

県
高
体
連
テ
ニ
ス
専
門
部
　
　
県
高
体
連
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
専
門
部

▽
女
子
功
労
選
手
賞
　
　
　
　
▽
功
労
賞

第
７３
回
県
高
校
書
道
展
覧
会

▽
漢
字
推
薦

第
７３
回
県
高
校
書
道
展
覧
会

▽
漢
字
推
薦

第
７３
回
県
高
校
書
道
展
覧
会

▽
漢
字
特
選

第
５２
回
東
北
総
合
ス
ポ
ー
ツ

大
会
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集

▽
優
秀
賞

県
高
校
美
術
展

▽
奨
励
賞

県
高
校
美
術
展

▽
奨
励
賞

県
高
校
新
人
陸
上
競
技
会

▽
女
子
や
り
投
げ
優
勝

東
北
高
校
新
入
陸
上
競
技
大
会

▽
女
子
や
り
投
げ
第
４
位

県
高
校
新
入
陸
上
競
技
会

▽
男
子
や
り
投
げ
第
２
位

東
北
高
校
新
入
陸
上
競
技
大
会

▽
男
子
や
り
投
げ
第
９
位

県
高
校
図
書
館
研
究
会
主

催
令
和
６
年
度
県
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル

▽
優
良
賞

県
高
校
図
書
館
研
究
会
主

催
令
和
６
年
度
県
読
書
感
想

文

コ
ン
ク
ー
ル

▽
部
会
長
賞

在
校
生
の
目
覚
ま
し
い
活

躍
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
団
体

第

６２
回
県
高
校
演
劇

コ
ン

ク
ー
ル
青
葉
地
区
大
会

▽
優
秀
賞

第

２１
回
県
高
校
文
芸
作
品

コ
ン
ク
ー
ル

▽
部
誌
最
優
秀
賞
「∽
づ
〓
雰
・８３
号
」

第
１９
回
全
国
高
校
生
短
歌

大
会
短
歌
甲
子
園
２
０
２
４

▽
審
査
員
特
別
賞

第
９
回
高
校
生
万
葉
短
歌

バ
ト
ル
〓
高
岡

▽
優
秀
賞

令
和
６
年
度
県
高
校
新
入

大
会
剣
道
競
技

▽
男
子
第
２
位
、女
子
第
２
位

輻

』鶉
一

一
令
和
６
年
度
第
３１
回
県
高

校
写
真
展

▽
優
秀
校

第
７７
回
県
高
校
生
徒
理
科

研
究
発
表
会

▽
部
会
長
賞

第

５８
回
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
予
選
仙
台
青
葉

地
区
大
会

▽
木
管
五
重
奏
金
賞
、
フ
ル
ー
ト

四
重
奏
銀
賞
、金
管
六
重
奏
銀
賞

第
４４
回
高
岡
万
葉
ま

つ
り

全
国
万
葉
短
歌
大
会

▽
女
子
ジ

ュ
ニ
ア
部
奨
励
賞

第

２１
回
県
高
校
文
芸
作
品

コ
ン
ク
ー
ル

▽
短
歌
最
優
秀
賞
、
俳
句
入
選

第
３９
回
全
国
高
校
文
芸
コ

ン
ク
ー
ル

▽
小
説
優
秀
賞
、
随
筆
優
秀
賞

四
国
大
学
主
催
第
５
回
宮

士
正
晴
全
国
高
校
生
文
学
賞

▽
優
秀
賞

第

２１
回
県
高
校
文
芸
作
品

コ
ン
ク
ー
ル

▽
短
歌
優
秀
賞

第
２１
回
県
高
校
文
芸
作
品

コ
ン
ク
ー
ル

▽
短
歌
入
選

第

２１
回
県
高
校
文
芸
作
品

コ
ン
ク
ー
ル

▽
短
歌
入
選
、
随
筆
入
選

第

２１
回
県
高
校
文
芸
作
品

コ
ン
ク
ー
ル

▽
詩
入
選

県
高
野
連

▽
優
秀
選
手
賞

令
和
６
年
度
県
高
校
新
入
大
会

県
高
体
連
弓
道
専
門
部

▽
男
子
功
労
賞

県
高
体
連
弓
道
専
門
部

▽
女
子
功
労
賞

令
和
６
年
度
県
高
校
新
入

大
会
剣
道
競
技

▽
女
子
第
３
位

県
高
体
連
剣
道
専
門
部

▽
女
子
功
労
賞

県
高
体
連
剣
道
専
門
部

▽
女
子
功
労
賞

令
和
６
年
度
第

３１
回
県
高

校
写
真
展

▽
銅
賞
「青
に
舞

っ
て
」

隕
鰺
貪
鶉
聰
蒻
鰤

令
和
６
年
度
第
３１
回
県
高

校
写
真
展

▽
入
選
「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」

令
和
６
年
度
第
３１
回
県
高

校
写
真
展

▽
入
選
「傷
い
時
間
」

県
高
野
連

▽
優
秀
選
手
賞

県
高
野
連

▽
優
秀
選
手
賞

阿
蘇

千
夏
さ
ん
（劇
道
部
）

渡
邊

琴
羽
さ
ん
（剣
道
部
）

〓
冨
爆
職
翌
ぶ
さ
ん
（美
術
部
）

十
含
蒸

一環
さ
ん

陸^
上
競
技
部
）

年2回

清掃活動

］「
「
「
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

大
橋
の
た
も
と
に

「
仙
高
発
祥
の
地
」

顕
彰
の
記
念
碑

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
い
Ｌ
』
‐

同
窓
会
有
志

で
「
仙
台
高

校
発
祥

の
地
」
記
念
碑
清
掃

を
実
施
し
ま
し
た
。

例
年
、
仙
台
高
校
創
立
記

念
日
の
６
月
２２
日
と
ｎ
月
２２

日

の
２
回
実
施

し

て
お
り

ま
す
。
記
念
碑
は
大
橋
の
た
も
と

に
あ
り
、
そ
の
周
辺
で
は
、
広

瀬
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な

が
ら
四
季
折
々
の
自
然
を
感

じ
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
碑

の
北
側
。旧
市
民

プ
ー
ル
跡
地
は
、
子
ど
も

の

屋
内
遊
び
場

や
タ
ー
ザ

ン

ロ
ー
プ
、
ア
ス
レ
チ

ツ
ク
な

ど

の
屋
外
施
設
、
ア
ー
バ
ン

ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
エ
リ

ア
と
な
り
、
大
き
く
変
貌
し

て
行
き
ま
す
。

飛
び
入
り
大
歓
迎
―

記
念
碑
清
掃
を
通
じ
て
、

エ
リ
ア
の
変
わ
る
姿
を

一
緒

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
―

絋饉翻絣翻薗翻
爾麒翻椒
仙台高校の大規模改修に伴い、

同窓会室をプレハブ校舎内に

移転いたします。

(11月～翌年 6月 予定)

移転に伴う引っ越し準備作業の

日程等、詳細が決まりましたら、

ホームページにてお知らせしますので

お時間のある方はお手伝いを

お願いいたします。

ヽ

演
劇
部

林
・息
吹
さ
ん
■
‐式，
ニ
ス
部
）

菊
池

結
真
さ
ん
，
一
ン
シ
ン
グ
部
）

含
雷
局

相
雲
群
さ
ん
（書
道
部
）

片
平

匠
さ
ん
（弓
道
部
）

相
原

友
依
さ
ん
（‐美癖
部
）

阿
部

嬉
楽
良
さ
ん
（剣
道
部
）

田
巻

侑
華
さ
ん
，
芸
部
）

山
本

（写
真
部
）

千
葉

麻
緒
ｉ
ｔ
（文
芸
部
）

」還
盤
¨
Ｅ
〓
円
さ‐ん
（陸
上
競
■
部
）

審
菫
建

一肩
さ
ん
⌒写
真
部
）

佐
藤

雅
さ
ん

木
村
陽
薬
〓
″
■
一
■

（読
書
）

＝
上

〓貫
空
ｔ
ｔ
（硬
式
野
球
部
）

栞
さ
ん
（文
芸
部
）

夢
羽
ざ
■
■
‐‐芸運

江
口
典
花
さ
ん
（弓
道
部
）

′
ご
ヨ



(5) (第63号 )

３
Ｈ

ス
会

令
和
６
年

１０
月

１２
日
、
遠

く
は
茨
城
県
か
ら
１１
名
の
前

期
高
齢
者
が
集
合
。
参
加
者

は
互
い
の
元
気
な
姿
を
見
て

喜
び
、
わ
が
ま
ま
な
爺
達

の

好
き
勝
手
な
近
況
報
告
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
ク
ラ
ス
会
は
橋
本
敏
先

生
が
退
官
さ
れ
た
平
成
５
年

か
ら
毎
年
開
催
し
、
そ

の
後

は

２６
期
同
期
会

へ
と
発
展
し

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
４
年
間
開
催

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
身

体
も
衰
え
始
め
た
の
で
元
気

な
う
ち
に
集
ま
ろ
う
と
の
声

が
あ
が
り
、
単
独
ク
ラ
ス
会

と
し
て

２０
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

こ
の
間
に
橋
本
先
生
他
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
３
名
が
他
界
し
ま

し
た
。
２
時
間
で
は
語
り

つ

く
せ
ず
、
老
体
を
引
き
ず
り

２
次
会
、
３
次
会

へ
と
流
れ

て
行
き
ま
し
た
。

同
期
生

の
皆
様
、
今
年
は

古
希

で
す
。
懇
親
会
は
９
月

１３
日

（
土
）
開
催

の
予
定

で

す
。
詳
細
は
後
日
ご
連
絡

い

た
し
ま
す
。
丸
山
和
夫
（２６
回
生
）

ク26
フ回

Ｌ
ヌ
［』
剛

、
′
　
　
　
　
「■
‐
　

¨

一真
（
　

¨
撃
　
・
　

　

―

幹
讐彎

■ヽ
　
篭
以

ヽ
　
　
　
、
，１
　
・
　ヽ
　
　
１
　
に

中
　
・
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
議

ピ
．・１
■
―
　
　
鑢

■  .

幸羊21
画 回
の生
イ固が

展

本
校
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た

２１
回
生

の
星
純

一
さ
ん
が
、

仙
台
三
越
本
館

で
「
風
と
木

と
空
と
」
と
題
し
て
個
展
を

開
催
し
ま
し
た
。

世
界
各
地
を
精
力
的
に
取

材
し
制
作
を
続
け
る
作
家
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や

河
北
新
報
に
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
ョ
ー

ロ
ッ
パ
各
地

の
教
会

や
街
並

み
を
中
心

に
、
四
季

の
花

々
や
風
景
な

ど
、
幅
広

い
題
材
を
基
に
描

い
た
作
品
約

３０
点
を
展
覧
。

次
回
が
楽
し
み
で
す
。

⌒   .

存
左から 星さん 岩井校長 大塚教頭

職

員

の
異

動

（敬
称
略
）

職
名
・教
科
氏
名
異
動
先
・異
動
元
等

■
転
出
・退
職

▽
教
諭

校
　

長

岩
井
　
誠

退
職

保
健
体
育

伊
藤
　
隆

仙
工

外
国
語
。英
語
本
皿
佳
子

仙
ェ

外
国
語
文
語
大
沼
絵
美

仙
商

理
科
・物
理

池
口
良
太

市
教
育
セ
ン
タ
ー
指
導
主
事

国

　

語

重

田
　
達

退
職

私
立
高
教
諭
（神
奈
川
県
）

理
科
花
学

山
本
　
泰

仙
台
第
三
非
常
勤
講
師

保
健
体
育

小
関
浩
信

退
職

養
護
教
諭

後
藤
佳
子

退
職

▽
事
務
職

事
務
室
長

門
脇
　
洋

退
職

総
括
主
任

昆

野

　

修

仙
工

主
任
学
校
用
務

近
江
み
ゆ
き

仙
商

▽
講
師

常
勤

外
国
語
奥

語

黒
石
真
那

県
石
巻
教
諭

常
勤
数
学
高
橋
　
響

聖
和
学
園
常
勤
講
師

常
勤
保
健
体
育

次
藤
寛
泰

鶴
谷
特
支
常
勤
実
習
助
手

非
常
勤

数
学

玉

田
修
士

山
元
町
立
山
元
中
教
諭

非
常
勤

数
学
菅
野
拓
真

愛
知
県
立
緑
丘
教
諭

非
常
勤
数
学
杉
本
大
夢

佼
成
学
園
中
・高
教
諭

■
転
入

▽
勤
聡
副

校
　

長

西
城
光
洋

市
教
育
局
学
校
教
育
部
高
校
教
育
課
長

国

　

語

小

松

　

結

西
多
賀
中

公
　
　
民

山
田
瑠
衣
子

新
規

保
健
体
育

菅
原
利
真

人
乙
女
中

外
国
語
真
語

根
岸

奏

子

仙
商

外
国
語
英
語

佐
藤

李

華

新
規

保
健
体
育

高

橋
広

幸

仙
工

▽
講
師

常
勤
数
学

蒲
生
恭
平

新
規

一

（７３
回
生
）

常
勤
数
学

川
田
　
諒

新
規

常
勤
理
科
・物
理
安
藤
玲
子

新
規

常勤
外国莫
語
市
村
圭
吾

新
規

非
常
勤
数
学

阿
部
誠
大

新
規

非
常
勤
音
楽

阿
部
優
子

新
規

▽
事
務
職

事
務
室
長

佐
藤
真
紀

宮
城
野
区
役
所
保
育
給
付
課
・主
幹

主
任
事
務

木
村
光
浩
泉
区
道
路
課

工
任
学
崎

務

小

川

靖

子

古
成
小

７７
回
生
入
会
式

去
る
２
月
２８
日
、
仙
台
高

等
学
校
体
育
館
に
お
い
て
第

７７
回
生
２
６
５
名
の
同
窓
会

入
会
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
中
居
副
会
長

の
あ

い
さ

つ
の
後
、
鎌
田
副
会
長

の
熱

気
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
会
則
説

明
が
あ
り
新
入
会
員
も
決
意

も
新
た
に
感
じ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

続

い
て
同
窓
会
か
ら
卒
業

証
書
の
ホ
ル
ダ
ー
を
差
し
上

げ
ま
し
た
。
新
入
会
員
も
全

員
緊
張

の
面
持
ち
で
学
年

の

代
表
幹
事
４
名
と
ク
ラ
ス
幹

事
を
委
嘱
し
新
会
員
代
表
が

決
意
を
語
り
ま
し
た
。

最
後
に
役
員
と
同
窓
会
職

員
の
紹
介
が
あ
り
無
事
入
会

式
が
終
了
し
ま
し
た
。

同

窓

会

名

簿

発

行

の
お

知

ら

せ

同
窓
会
事
業
の
ひ
と

つ
と

し
て
、
２
０
２
５
年
度
版
同

窓
会
名
簿
を
１２
月
に
発
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
調

査

ハ
ガ
キ
が
送
ら
れ
て
い
な

い
方
、
行
方
不
明
者
を
ご
存

じ
の
方
は
、
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
名
簿
購
入
並
び
に

協
賛
金

・広
告
掲
載
に

つ
き

ま
し
て
も
ご
協
力
を
お
願

い

致
し
ま
す
。

詳
細
は
名
簿
作
成
を
委
託

し
て
い
ま
す
（株
）
サ
ラ
ト
ま

で
。
名
簿
専
用
電
話

０
１
２
０
・９
１
７
・５
１
５

受
付
Ｎ
Ｏ
ロ

２

５

１

２

１

７

受
付
時
間

９
時
３０
分
～
１６
時
３０
分

広
告
専
用
電
話

０

１

２

０

・
２

５

５

・
３

５

０

｀ヽ
―Qヽ___

Q4



(第63号 ) (6)

令
和
６
年
度
の
卒
業
生
２

６
５
名
の
進
路
の
内
訳
は
、
国

公
立
大
学
に
１８
名
、
私
立
大

学
に
１
７
２
名
、
私
立
短
期

大
学
に
５
名
、
専
門
各
種
学

校
に
４０
名
が
進
学
し
、
就
職

は
６
名
、
そ
の
他
（留
学
や
受

験
準
備
等
）
は
２２
名
で
し
た
。

進
学
の
割
合
は
、
４
年
生
大

学
が
７１
・７
％
、短
期
大
学
・専

門
学
校
が
１７
・０
％
、就
職
。そ

の
他
が
１１
・３
％
で
し
た
。
述
べ

合
格

者

数

は
、
表

の
通
り

で
す
。
今
年
度
は
果
敢
に
県
外
の

大
学
に
チ
ヤ
レ
ン
ジ
す
る
生
徒

が
多
く
、
岡
山
大
学
や
山
梨

県
大
学
、
関
西
大
学
な
ど
の

遠
方
の
国
公
立
大
学
や
難
関

私
立
大
学
に
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
新
教
育
課
程

と
な
り
、共
通
テ
ス
ト
の
配
点

や
時
間
、
科
目
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
国
公
立
大
学
を

目
指
す
生
徒
は
、受
験
科
目

が
増
え
、
国
語
や
数
学
で
受

験
時
間
も
増
え
る
と
い
っ
た

負
担
が
大
き
く
な
り
ま
し
た

が
、模
擬
試
験
を
受
け
続
け
、

最
後
ま
で
努
力
を
続
け
た
生

徒
が
国
公
立
大
学
の
合
格
を

勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
、
例

年
と
同
じ
く
ら
い
の
合
格
者

数
と
な
り
ま
し
た
。
月
に
１

～
２
回
あ
る
模
擬
試
験
も
木

曜
日
と
金
曜
日
の
放
課
後
、

土
曜
日
丸
一日
と
３
日
間
に
わ

た
っ
て
お
り
、
本
当
に
よ
く
頑

張
っ
た
と
思
い
ま
す
。

就
職
で
は
、
国
家
公
務
員

や
宮
城
県
警
な
ど
公
務
員
が

６
名

（延
べ
７
名
）
、
民
間
に
２

名
就
職
し
ま
し
た
。
人
手
不

足
の
深
刻
化
に
よ
る
売
り
手

市
場
に
よ
り
、
チ
ャ
ン
ス
が

広
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
技
術

の
登
場
で
、
社
会
は
大
き
く

変
容
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
に
は
、そ
の
よ
う
な
社

会
の
中
で
も
仙
台
高
校
で
３

年
間
を
通
し
て
学
ん
だ
様
々

な
こ
と
を
活
か
し
、活
躍
し
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
事
業
生
の
進
路
状
況
に
つ
い
て

進
路
指
導
部
長
　
池
口
　
良
太

*学部学科の詳細については、仙台高校のホームページを御覧下さい。(3月 31日現在)
令和6年度事業生 入試等合格状況

短期大学 大学毎

短期大学 合格数

聖和学園短 4

仙台青葉学院短

短期大学

日立大学 大学毎

大 学 合格数

北教大釧路校

北教大函館校

山形大

岡山大

目立大学 11

看護専門学校 学校毎

学 校 合格数

仙台医療附看助

仙台徳洲看護専

仙台医師会看護専 4

看護専門学校

公立大学 大学毎

大 学 合格数

宮城大

秋田県立大

会津大

高崎経済大

山梨県立大

公立大学

専門学校 学校毎

学 校 合格数

キャスウェル ホテル&ブライダル専

トヨタ東京自動車大学校

花壇自動車大学校

宮城調理製菓専

神日外語学院

仙台ECO動物海洋専

仙台ウェデイング&ブライダル専 4

仙台こども専

仙台スイーツ&カフエ専

仙台デザイン&テクノロジー専

仙台デザイン専

仙台ビューティーアート専

仙台リゾート&スポーツ専

仙台工科専

仙台医健・スポーツ専

仙台総合ビジネス公務員専

仙台総合ペット専

仙台大原簿記情報公務員専

仙台理容美容専

専門学校デジタルアーツ仙台

東京法律公務員専仙台校

東日本航空専

東北電子専

日本デザイナー芸術学院

専門学校 36

県内私立大学 大学毎

大 学 合格数

宮城学院女子大 17

尚綱学院大 14

石巻専修大 12

仙台青葉学院大

仙台大

東北医薬大

東北学院大 117

東北工大 37

東北生活文化大

東北福祉大 50

東北文化学園大 15

県内私立大学 277

公務員 行政毎

行 政 合格数

国家公務員

宮城県警 3

多賀城市

東京消防庁

名取市消防

公務員就職

県外私立大学 大学毎

大 学 合格数

医療創生大

横浜薬大

関西大

関東学院大

近畿大

駒澤大

国際医療福祉大

国士舘大

札幌大

新潟医療福祉大

神奈川大

成践大

盛岡大

大東文化大

帝京大

帝京平成大

東海大

東京医療保健大

東京通信大

東北芸術工大

東洋大

日本大

武蔵大

麻布大

酪農学園大

立正大

県外私立大学 54

民間企業 企業毎

業 種 合格数

運送

サービス業

民間企業就職

饗 ¬L“由
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＼

000｀
母
校
を

振
り
返
る
＼
＼

２
０
２
５
年

３
月

１５
日

（土
）
、
仙
台
高
校
望
洋
会
館

に
男
女
共
学
移
行
後
の
事
業

生
が
集
ま
り
、
座
談
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
聞
き
手
は
２２
回

生
の
齋
藤
邦
彦
会
長
で
す
。

懐
か
し
い
学
舎
の
風
景

会
長

私

の
と
き
は
、
柏
木

で
男
子
校
。
歩

い
て
通
学
し

て
い
ま
し
た
が
。

泉

安
紀
（４６
回
生
）

私
も
息
子
も
娘
も
白
転
車
で

通

っ
て
い
ま
し
た
が
、
電
車

通
学
が
多
か

つ
た
で
す
。
国

見
の
駅
は
昔
は
な
か

っ
た
ん

で
す
ね
。

内
海
知
子
（３１
回
生
）

ま
だ
ト
イ
レ
も
昔
の
和
式
の

ま
ま
。
今
年
は
７７
回
生
が
卒

業
。
共
学
５０
年
も
日
前
で
す
。

阿
部
裕
輝
（４５
回
生
）

改
修
工
事
後
は
見
違
え
る
よ

う
に
変
わ
る
ん
で
す
よ
ね
？

会
長
　
そ
う
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
プ
レ
ハ
ブ
の
建

つ
光
景
は

今
だ
け
だ
よ
。

男
性
だ
け
の
上
級
生
に
担
が

れ
た
の
が
と
て
も
恥
ず
か
し

か

っ
た
で
す
。

鎌
田

障
害
物
競
走
で
水
を

浴
び
せ
る
あ
た
り
は
、
ま
さ

に
「万
難
を
排
し
て
」
で
し
た
。

阿
部

高

橋

猪

一
郎

先

生

は
、
軟
式
野
球
部

の
顧
間
で

し
た
。
１
年
生
の
時
に
、
部
に

や
る
気
が
欲
し
い
と
お
願

い

し
た
ら
、
す
ぐ
に
２
、
３
年
生

を
退
部
さ
せ
て
し
ま

っ
た
ん

で
す
。
駅

々
と
し
な
が
ら
と

て
も
熱

い
先
生
だ
と
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。

泉
　
板
見
先
生
が
小
川
良
子

先
生

の
追
悼
集
編
さ
ん
を
呼

び
か
け
て
最
近
出
来
上
が
り

ま

し

た
。
当

時

お
世
話

に

な

っ
た
先
生
が
色
々
と
思
い

出
さ
れ
て
懐
か
し
く
な
り
ま

し
た
。

内
海
　
八
幡
尚
子
先
生
は
放

送
部

の
顧
間
で
、
若
く
て
美

人
で
優
し
く
て
大
人
気
で
し

た
。
女
性

の
先
生
は
、
ま
だ
少

な
か

っ
た
の
で
。
そ
し
て
、
我

妻
則
義
先
生
。
昨
年
９
月
に

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
「
人
生

は
登
山
な
り
」
と
、
あ
の
大
き

な
声
が
聞
け
な
い
と
思
う
と

寂
し
い
で
す
。

鎌
田

多
く
の
先
生
が
仙
台

高
校
に
長
く
い
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
同
窓
の
先
生
も
い
ら

つ

し
ゃ
る
の
が
心
強
い
で
す
ね
。

部
活
動
の
思
い
出

会
長
　
私
は
演
劇
部
で
、
市
内

の
男
子
校
４
、女
子
校
３
校
と

連
盟
を
組
ん
だ
活
動
も
行

っ

て
い
ま
し
た
。
先
輩
の
照
明
技

術
に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
。

阿
部

軟

式

野

球

部

で
し

た
。
練
習
は
頑
張
り
ま
し
た

が
、
と
う
と
う

一
勝
も
出
来

な
か

っ
た
な
あ
～
。

泉
　
私
は
弓
道
部
で
し
た
。

内
海

放
送
部

で
は
、
男
子

校
時
代
の
Ｏ
Ｂ
が
指
導
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。
女
子
に
気

を
遣

っ
て
優
し
く
し
て
く
れ

ま
し
た
が
、
練
習
自
体
は
そ
れ

は
そ
れ
は
き
つ
か
っ
た
で
す
。

鎌
田

語
学
部
な
の
に
な
ぜ

か
先
輩
た
ち
が
８
ミ
リ
映
画

づ
く
り
。
英
語

の
セ
リ
フ
に

吹
き
替
え
る
と
言
わ
れ
て
初

め
て
、
合
点
が
い
き
ま
し
た
。

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

会
長

白

主

。
自

立

の
校
是

の
も
と
、
生
徒

の
個
性
を
尊

重
し
て
く
れ
て
い
て
安
心
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
是
非
、

仙
台
高
校
の
仲
間
と
し
て

一

緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

内
海

社

会

人

に
な

っ
て

「
仙
台
高
校
で
学
ん
だ
」
と
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
誇
り
を

胸
に
各

々
の
道
で
活
躍
し
て

く
だ
さ
い
。

鎌
田
　
現
役
時
代
に
口
を
聞

か
な
か
っ
た
問
柄
で
も
、仙
高

同
窓
と

い
う
だ
け
で

一
気
に

距
離
が
詰
ま
り
ま
す
。
同
窓
生

と
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

阿
部

努
力
し
て
動
か
な

い

と
手
に
入
ら
な
い
も
の
が
あ

る
。
１０
代
、
と
く
に
高
校
時
代

に
や
り
た
い
こ
と
を
何
で
も

や
ら
せ
て
く
れ
た
。
そ
れ
が

仙
台
高
校
で
す
。

泉
　
仙
台
高
校
は
、
私
に
と

つ

て
、
生
き
る
力
・楽
し
む
力
を

教
え
て
く
れ
た
、
か
け
が
え

の
な

い
場
所
。
そ
し
て
、
い
つ

戻

っ
て
も
元
気
に
し
て
く
れ

る
、人
生
の
宝
物
で
す
。

泉
　
当
時

は
周
り

に

マ
ン

シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
先
生
が
ビ

ニ
ー
ル
袋
に

煙
草
の
吸

い
殻
を
拾

い
な
が

ら
校
舎

の
外
か
ら
チ

ェ
ッ
ク

し
て
ま
し
た
。

阿
部

視
聴
覚
室

の
エ
ア
コ

ン
が
効

い
て
い
た
の
が
、
う

れ
し
か

っ
た
。

鎌
田
城
行
（３３
回
生
）

全
員
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
演

奏
を
モ
ニ
タ
ー
で
き
る
Ｍ
Ｌ

教
室
、
英
語
学
習

の
Ｌ
Ｌ
教

室
も
１
人
１
台

の
モ
ニ
タ
ー

が
あ
り
教
育
環
境
は
ま
さ
に

「
日
本

一
」
で
し
た
。

内
海

放
送
室

の
機
材
も
充

実
し
て
い
ま
し
た
。
体
育
祭

で
は
縦
割
り
で
、
騎
馬
戦
で

仙
台
高
校
の
変
遷

内
海

共
学
当
初
、
男
女
比

は
６
対
４
。
今
は
、
男
女
の
区

別
な
く
な
り
大
体
半
分
ず

つ

の
よ
う
で
す
。

泉

　
同
級
生

に
車

い
す

の

櫻
井
君
が

い
ま
し
た
。
彼
は

み
ん
な
を
ま
と
め

て
く
れ

た
。
か
け
が
え

の
な

い
友
達

で
し
た
。

阿
部
　
特
長
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
「自
主
自
立
」
。
学
区
制
に

縛
ら
れ
な
い
の
も
良
か

っ
た
。

泉さん

齋議会長

内海さん

褥繹∫馨

』
■
Ｆ

Ｆ
Ｉ

■

鍮

先
生
方
の
思
い
出

会
長

仙
台
高
校
に
は
、
ユ

ニ
ー
ク
な
先
生
が
多
か
っ
た

と
思
い
ま
せ
ん
か
。 陽

緻瑕
阿部さん

鎌田さん

LiNEお友だち登録お願いします

撃曇曇
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」
1

・ 1
1

1
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ご参加くださし` 1
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「
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上騨)費饉さん(22 醸 》♪

☆又薇蒻黎晰斬楊

お聞機合わせ

1山台濯副魔l司齢 華瑠制踊 TEL:022‐ 273霧5043

http:/ノ WW｀Ⅳ腱SenkOdOuSOttkai■ COrn

参加ご希望の方は、同封の払込用紙を使い、

参加費をお振込みください。入金確認順に

受付完了と致します。

定員に達しましたら受付を終了致しますので

お早めにお申し込みください。

ネ ァヽお ≫ヾキ≫ダ紗咀鐘
ぎ`又は鶉〆轟晰ノ曖餘翁藝歿袋,鷺 とえ褥雹量

聰樵鶴畿i祠彎 巡鑽 卜脱覺巫 屹避轟
蝙膊刀等馨崚饒饉畿 嚢ヾ盗銀兒轟軍響い

同窓会LINE
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